
大 阪 南 消 防 組 合 ヘ リ コ プ タ ー の 屋 上 緊 急 離 着 陸 場 等 の 設

置 指 導 基 準  

令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日  

基 準 第 ３ 号  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 基 準 は 、 航 空 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ３ １ 号 ） 第

８ １ 条 の ２ の 適 用 を 受 け る 状 況 下 で 消 防 活 動 を 有 効 か つ 安 全

に 行 う た め 、 高 層 建 築 物 等 の 屋 上 に 設 置 す る 緊 急 離 着 陸 場 等

及 び こ れ ら を 設 置 す る 建 築 物 の 屋 上 構 造 に 関 し 、 必 要 な 事 項

を 定 め る も の と す る 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 基 準 の 用 語 の 定 義 は 、 消 防 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第

１ ８ ６ 号 ）、 消 防 法 施 行 令 （ 昭 和 ３ ６ 年 政 令 第 ３ ７ 号 ）、 建 築

基 準 法（ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ）、建 築 基 準 法 施 行 令（ 昭

和 ２ ５ 年 政 令 第 ３ ３ ８ 号 ）、航 空 法 及 び 航 空 法 施 行 規 則（ 昭 和

２ ７ 年 運 輸 省 令 第 ５ ６ 号 ） の 例 に よ る ほ か 、 次 に 掲 げ る と こ

ろ に よ る 。  

(1 )  緊 急 離 着 陸 場  災 害 活 動 等 に 際 し 、航 空 法 第 ７ ９ 条 で 定

め る ヘ リ コ プ タ ー の 離 着 陸 で き る 場 所 以 外 で 、 消 防 機 関 等

の ヘ リ コ プ タ ー が 離 着 陸 す る 場 所 を い う 。  

(2 )  ホ バ リ ン グ  ヘ リ コ プ タ ー が 救 助 、物 資 供 給 等 の た め 建

築 物 上 で 一 定 の 高 さ の 空 中 で 停 止 す る こ と を い う 。  

(3 )  緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス  ホ バ リ ン グ に よ り 救 助 活 動 等 を

行 え る よ う な 要 件 （ 障 害 物 の な い こ と 、 広 さ 、 必 要 な 設 備

等 ） を 備 え た 建 築 物 の 屋 上 ス ペ ー ス を い う 。  

(4 )  高 度 医 療 施 設  救 急 医 療 対 策 事 業 実 施 要 綱（ 昭 和 ５ ２ 年

７ 月 ６ 日 厚 生 省 医 発 第 ６ ９ ２ 号 ） に 定 め る 救 命 救 急 セ ン タ

ー 及 び こ れ ら に 準 ず る 医 療 機 関 を い う 。  

(5 )  緊 急 用 ヘ リ コ プ タ ー  航 空 法 第 ８ １ 条 の ２ の 適 用 を 受

け る 状 況 下 で 消 防 活 動 を 行 う ヘ リ コ プ タ ー を い う 。  

（ 設 置 対 象 物 及 び 設 置 区 分 ）  

第 ３ 条  ヘ リ コ プ タ ー が 離 着 陸 又 は ホ バ リ ン グ す る た め に 必 要

な 進 入 表 面 及 び 転 移 表 面 が 確 保 さ れ て い る 建 築 物 は 、 次 の 各

号 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 緊 急 離 着 陸 場 等 を 設 置 す

る も の と す る 。  



(1 )  高 さ ４ ５ メ ー ト ル を 超 え １ ０ ０ メ ー ト ル 以 下 の 建 築 物

で 、 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー の 設 置 を 要 す る も の は 、 緊 急 離 着

陸 場 又 は 緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス を 設 置 す る も の と す る 。  

(2 )  高 さ １ ０ ０ メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物 で 、非 常 用 エ レ ベ ー

タ ー の 設 置 を 要 す る も の は 、 緊 急 離 着 陸 場 を 設 置 す る も の

と す る 。  

(3 )  高 度 医 療 施 設 に あ っ て は 、緊 急 離 着 陸 場 を 設 置 す る も の

と す る 。  

(4 )  消 防 局 長 が 消 防 活 動 上 、特 に 必 要 と 認 め る 建 築 物 等 に あ

っ て は 、 緊 急 離 着 陸 場 又 は 緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス を 設 置 す る

も の と す る 。  

（ 進 入 表 面 及 び 転 移 表 面 ）  

第 ４ 条  ヘ リ コ プ タ ー の 着 陸 又 は ホ バ リ ン グ す る た め に 必 要 な

進 入 表 面 及 び 転 移 表 面 は 、 次 の 各 号 に 定 め る も の す べ て に 該

当 す る も の と す る 。  

(1 )  進 入 区 域 の 長 さ を ５ ０ ０ メ ー ト ル 、幅 を 着 陸 帯 か ら ５ ０

０ メ ー ト ル 離 れ た 地 点 で ２ ０ ０ メ ー ト ル と し た 場 合 の 進 入

表 面 が 、原 則 と し て 直 線 の ２ 方 向 に 設 定 で き る こ と 。（ 別 図

１ － １ ） た だ し 、 進 入 表 面 が 直 線 の ２ 方 向 設 定 で き な い 場

合 は 、 ９ ０ 度 以 上 の 間 隔 を 設 け て 進 入 表 面 が 設 定 で き る こ

と 。（ 別 図 １ － ２ ）  

(2 )  進 入 表 面 の 勾 配 は 、緊 急 離 着 陸 場 を 設 置 す る 場 合 は 、５

分 の １ 以 下 、 緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス を 設 置 す る 場 合 は 、 ３ 分

の １ 以 下 と し 、当 該 表 面 上 に 物 件 等 が 突 出 し て い な い こ と 。

（ 別 図 ２ ）  

(3 )  転 移 表 面 は 、勾 配 を １ 分 の １ 以 下 、高 さ を ４ ５ メ ー ト ル

と し 、当 該 表 面 上 に 物 件 等 が 突 出 し て い な い こ と 。（ 別 図 ３ ） 

(4 )  緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス の 設 置 に つ い て 前 ２ 号 の 規 定 に よ

り が た い 場 合 は 、 進 入 表 面 及 び 転 移 表 面 を 最 高 ５ メ ー ト ル

ま で 垂 直 上 方 に 移 行 で き る も の と す る 。  

（ 緊 急 離 着 陸 場 ）  

第 ５ 条  緊 急 離 着 陸 場 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 施 設 等 を 当 該 各 号

に 定 め る 基 準 に よ り 設 置 す る も の と す る 。  

(1 )  着 陸 帯 等  

ア  着 陸 帯 の 長 さ 及 び 幅 は 、 原 則 と し て そ れ ぞ れ ２ ０ メ ー
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ト ル 以 上 と す る こ と 。  

イ  着 陸 帯 に は 、 黄 色 の 夜 光 塗 料 又 は ビ ー ズ 入 り の ト ラ フ

ィ ッ ク ペ イ ン ト で 着 陸 区 域 の 境 界 線 、 Ｈ の 標 識 、 進 入 出

発 方 向 を 示 す 矢 印（ 別 図 ４ － １ ）、認 識 番 号（ 別 図 ４ － ３ ）

及 び 最 大 荷 重 標 識 （ 別 図 ４ － ４ ） を 表 示 す る こ と 。  

ウ  緊 急 離 着 陸 場 の 床 面 に 必 要 な 強 度 は 、１ ２ ト ン 以 上（ 全

備 重 量 の ２ ． ２ ５ 倍 の 荷 重 が ） 短 期 的 に 掛 か る も の ） と

し て 設 計 す る こ と 。  

エ  床 面 の 構 造 は 、 プ ラ ッ ト ホ ー ム 式 、 通 常 床 式 又 は グ レ

ー チ ン グ 方 式 の い ず れ か と し 、 床 面 は 、 滑 り 防 止 の 措 置

を 施 す と と も に 、 床 面 の 最 大 縦 横 勾 配 は 、 ２ パ ー セ ン ト

以 下 と す る こ と 。  

(2 )  夜 間 照 明 設 備  

ア  着 陸 帯 の 付 近 に 進 入 表 面 及 び 転 移 表 面 に 突 出 し な い 範

囲 で 着 陸 区 域 照 明 灯 （ 燈 光 は 、 航 空 可 変 白 の 不 動 光 で 、

配 光 は 、 着 陸 区 域 の 全 面 を 照 明 し 、 照 明 さ れ た 設 置 帯 の

中 心 に お け る 法 線 照 度 が １ ０ ル ッ ク ス 以 上 ） を 設 置 す る

こ と 。  

イ  着 陸 帯 の 境 界 線 上 に 境 界 灯（ 燈 光 は 航 空 白 の 不 動 光 で 、

光 源 の 中 心 を 含 む 水 平 面 か ら 上 方 最 小 限 ３ ０ 度 ま で の 全

て の 角 度 か ら 見 え る も の 。 光 度 は １ ０ カ ン デ ラ 以 上 ） を

等 間 隔 に ８ 個 以 上 設 け る こ と 。た だ し 、高 度 医 療 施 設 は 、

埋 込 み 式 の 境 界 灯 と す る 。  

ウ  着 陸 帯 か ら １ ０ メ ー ト ル 以 内 の 区 域 で 、 勾 配 ２ 分 の １

の 表 面 か ら 突 出 し た 避 雷 針 等 の 夜 間 視 認 が 困 難 な 物 件 は 、

低 光 度 航 空 障 害 灯 （ 燈 光 は 航 空 赤 の 不 動 光 で 、 光 源 の 中

心 を 含 む 水 平 面 下 １ ５ 度 よ り 上 方 の す べ て の 方 向 か ら 視

認 で き る も の 。 光 度 は １ ０ カ ン デ ラ 以 上 ） を 設 置 す る こ

と 。 た だ し 、 低 光 度 航 空 障 害 灯 を 設 置 し が た い 場 合 は 、

夜 光 塗 料 を 塗 色 す る こ と 。  

エ  非 常 電 源 装 置 と し て 、 連 続 ４ 時 間 以 上 の 電 源 供 給 が 可

能 な 自 家 発 電 設 備 又 は ポ ー タ ブ ル 式 発 電 機 を 設 置 す る こ

と 。  

オ  点 灯 方 式 は 防 災 セ ン タ ー 等 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 、 必

要 時 に 点 灯 で き る も の で あ る こ と 。  
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カ  非 常 電 源 か ら の 配 線 は 、 電 気 工 作 物 に 係 る 法 令 の 規 定

に よ る ほ か 、耐 火 構 造 で 造 っ た 主 要 構 造 部 に 埋 設 す る か 、

又 は こ れ と 同 等 以 上 の 耐 火 保 護 措 置 を と る こ と 。 た だ し

非 常 電 源 装 置 が 屋 上 に 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 耐 火 保 護

措 置 を 要 し な い も の と す る 。  

(3 )  脱 落 転 落 防 止 施 設  

ア  脱 落 転 落 防 止 施 設 は 、 緊 急 用 ヘ リ コ プ タ ー の 脱 落 及 び

消 防 隊 員 、 要 救 助 者 等 の 転 落 を 防 止 す る た め 、 有 効 に 設

置 す る こ と 。  

イ  進 入 表 面 又 は 転 移 表 面 に 突 出 し な い 構 造 で あ る こ と 。  

ウ  構 造 は 、 高 さ ４ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の 手 摺 り 壁 、 柵

若 し く は 金 網 又 は 長 さ １ メ ー ト ル 以 上 、 勾 配 ５ 分 の １ の

傾 斜 床 と す る こ と 。  

(4 )  燃 料 流 出 防 止 施 設  

ア  緊 急 用 ヘ リ コ プ タ ー の 搭 載 燃 料 が 流 出 し た 場 合 、 雨 水

排 水 口 に 流 れ こ ま な い よ う 有 効 に 措 置 す る こ と 。  

イ  た め ま す 、 側 溝 等 を 利 用 す る 方 法 と し 、 い ず れ の 場 合

も １ ， ０ ０ ０ リ ッ ト ル 以 上 の 容 量 を 確 保 で き る こ と 。  

ウ  た め ま す 等 が ２ 箇 所 以 上 あ る 場 合 の 貯 油 量 計 算 は 、 そ

の 合 計 容 量 と す る こ と 。  

(5 )  待 避 場 所  

ア  待 避 場 所 は 、 緊 急 離 着 陸 場 の 直 近 に 設 け る こ と 。 た だ

し 、 緊 急 離 着 陸 場 を プ ラ ッ ト ホ ー ム 式 と し た 場 合 は 、 屋

上 部 分 と す る こ と が で き る 。  

イ  待 機 場 所 か ら 緊 急 離 着 陸 場 に 至 る 部 分 に 段 差 が あ る 場

合 は 、 容 易 に 接 近 で き る よ う 階 段 等 を 設 け る こ と 。  

ウ  待 機 場 所 に は 、別 図 ５ に 示 す 待 避 標 識 を 表 示 す る こ と 。 

(6 )  消 防 用 設 備 等  

ア  消 火 器 は 、 一 般 火 災 に 対 し て は ２ 以 上 、 且 つ 油 火 災 に

対 し て は ３ 以 上 の 能 力 単 位 を 有 す る 泡 又 は 強 化 液 消 火 器

を １ 本 以 上 設 置 す る こ と 。 た だ し 、 泡 消 火 設 備 又 は 粉 末

消 火 設 備 が 有 効 に 設 置 さ れ て い る 場 合 は こ の 限 り で は な

い 。  

イ  連 結 送 水 管 の 放 水 口 は 単 口 型 と し 、 ホ ー ス （ 直 径 ６ ５

ミ リ メ ー ト ル ×２ ０ メ ー ト ル ） ２ 本 以 上 、 噴 霧 切 替 ノ ズ



ル （ 口 径 ２ ３ ミ リ メ ー ト ル ） １ 本 の 放 水 用 器 具 を 備 え た

格 納 箱 を 設 置 す る こ と 。  

ウ  連 結 送 水 管 の 放 水 口 の 付 近 に 、 防 災 セ ン タ ー 等 と 連 絡

で き る 非 常 電 話 を 設 置 す る こ と 。 た だ し 、 耐 熱 保 護 及 び

非 常 用 電 源 が 付 置 さ れ て い る 非 常 電 話 に 替 わ る 設 備 が 有

効 に 設 置 さ れ て い る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

（ 緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス ）  

第 ６ 条  緊 急 救 助 ス ペ ー ス は 、 次 の 各 号 に 定 め る 施 設 等 を 当 該

各 号 に 定 め る 基 準 に よ り 設 置 す る も の と す る 。  

(1 )  大 き さ 、 構 造 等  

ア  緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス の 長 さ 及 び 幅 は 、 原 則 と し て 、 そ

れ ぞ れ １ ０ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

イ  緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス に は 、 黄 色 の 夜 光 塗 料 又 は ビ ー ズ

入 り の ト ラ フ ィ ッ ク ペ イ ン ト で 緊 急 救 助 用 ス ペ ー ス の 境

界 線 、Ｒ の 標 識 、進 入 出 発 方 向 を 示 す 矢 印（ 別 図 ４ － ２ ）

及 び 認 識 番 号 を 表 示 す る こ と 。  

ウ  床 面 の 強 度 は 、 通 常 床 強 度 と す る こ と 。  

エ  床 面 の 構 造 は 、 次 に よ る こ と 。  

(ア )床 面 の 構 造 は 、 プ ラ ッ ト ホ ー ム 式 又 は 通 常 床 式 又 は

グ レ ー チ ン グ 方 式 の い ず れ か と し 、 床 面 は 滑 り 防 止 策

を 施 す こ と 。  

(イ )床 面 の 最 大 縦 横 勾 配 は 、 消 防 活 動 に 影 響 し な い 程 度

の 表 面 と す る こ と 。  

(2 )  夜 間 照 明 設 備 は 、前 条 第 ２ 号 の 基 準 に よ り 設 置 す る こ と 。 

(3 )  脱 落 転 落 防 止 施 設 は 、前 条 ３ 号 の 基 準 に よ り 設 置 す る こ

と 。  

(4 )  待 避 場 所 は 、 前 条 第 ５ 号 の 基 準 に よ り 設 置 す る こ と 。  

(5 )  連 絡 装 置 は 、前 条 第 ６ 号 ウ の 基 準 に 準 じ て 設 置 す る こ と 。 

（ 屋 上 出 入 口 の 構 造 等 ）  

第 ７ 条  屋 上 の 出 入 口 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 基 準 に よ る 構 造 と

す る も の と す る 。  

(1 )  屋 上 の 出 入 口 と 緊 急 離 着 陸 場 等 は 、原 則 と し て 段 差 の な

い 通 路 で 連 絡 す る こ と 。  

(2 )  屋 上 の 出 入 口 は 、避 難 階 段 及 び 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー 等 と

有 効 に 通 じ て い る こ と 。  



(3 )  屋 上 の 出 入 口 の 扉 は 、内 部 及 び 外 部 か ら 非 常 開 錠 で き る

構 造 と す る こ と 。  

(4 )  階 段 室 の 屋 上 部 分 に は 、附 室 又 は 前 室 等 の 緩 衝 空 間 を 設

置 す る こ と 。  

(5 )  高 度 医 療 施 設 の 屋 上 出 入 口 は 、担 架 が 通 行 で き る た め に

必 要 な 幅 員 を 確 保 す る こ と 。  

（ 排 煙 排 出 口 ）  

第 ８ 条  機 械 排 煙 設 備 の 排 出 口 は 、 排 出 さ れ た 煙 が 、 消 防 活 動

や 避 難 の 支 障 と な ら な い よ う 配 置  

す る こ と 。  

（ 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー ）  

第 ９ 条  非 常 用 エ レ ベ ー タ ー の あ る 建 築 物 は 、 原 則 と し て １ 基

以 上 の 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー を 屋 上 に 着 床 さ せ る こ と 。 な お 高

度 医 療 施 設 の 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー は 、 担 架 を 収 容 で き る 大 き

さ で あ る こ と 。  

（ 維 持 管 理 ）  

第 １ ０ 条  緊 急 離 着 陸 場 等 に 係 る 各 施 設 に つ い て は 、 消 防 活 動

を 行 う 際 に 有 効 に 活 用 で き る よ う 適 正 に 維 持 管 理 す る こ と 。  

（ 基 準 の 特 例 ）  

第 １ １ 条  緊 急 離 着 陸 場 等 の 設 置 に つ い て は 、 消 防 局 長 が 防 火

対 象 物 の 位 置 、 構 造 及 び 設 備 の 状 況 か ら 判 断 し て 、 こ の 基 準

に よ ら な く と も 消 防 活 動 上 支 障 な い と 認 め る と き は 、 こ の 基

準 に よ ら な い こ と が で き る も の と す る 。  

（ 関 係 書 類 の 提 出 ）  

第 １ ２ 条  緊 急 離 着 陸 場 等 を 設 置 す る と き は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 書 類 を 各 ３ 部 提 出 す る こ と 。  

(1 )  緊 急 離 着 陸 場 等 設 計 届 出 書 （ 様 式 第 １ 号 ）  

(2 )  配 置 図 （ １ ／ ５ ０ ０ 以 上 ）  

(3 )  各 階 平 面 図 （ １ ／ ５ ０ ０ 以 上 ）  

(4 )  進 入 表 面 、転 移 表 面 の 水 平 投 影 図（ 建 築 物 の 屋 上 内 に 係

る も の １ ／ ２ ０ ０ 以 上 、 全 体 図 １ ／ ２ ５ ０ ０ 以 上 ）  

(5 )  進 入 表 面 、転 移 表 面 の 断 面 図（ 建 築 物 内 に 係 る 部 分 １ ／

２ ０ ０ 以 上 ）  

(6 )  夜 間 照 明 設 備 、 緊 急 離 着 陸 場 等 の 消 防 設 備 等 の 配 置 図  

２  緊 急 離 着 陸 場 等 の 設 置 を 完 了 し た と き は 、 ４ 日 以 内 に 緊 急

ヘリ基準様式１，２号、別図１，２，３.xls
ヘリ基準様式１，２号、別図１，２，３.xls


離 着 陸 場 等 設 置 届 出 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） を ３ 部 提 出 す る こ と 。  

附  則  

こ の 基 準 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

ヘリ基準様式１，２号、別図１，２，３.xls


 

名　　　　称

所　在　地

用　途 構　造

面　積

階　数

軒高さ 最高高さ

床面強度 　　（　　　　　）ｍ×（　　　　　）ｍ　　（　　　　　　　）耐圧

種　　　　　別

（４）　進入表面、移転表面の断面図（建築物内に係る部分１/２００以上）

（５）　夜間照明設備、緊急離着陸場等の配置図

（２）　各階平面図（１/５００以上）

（３）　進入表面、移転表面の水平投影図（建築物の屋上内に係るもの１/２００以上

　　　 全体図１/２５００以上）

緊急離着陸場等の設置計画について、次のとおり届け出ます。

緊 急 離 着 陸 場 等 設 計 届 出 書

　　年 　 　　月 　 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者

（１）　配置図（１/５００以上）

　地上　　　　　階、地下　　　　　　階、ＰＨ　　　　　　　階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

河 内 長 野 市 消 防 長    　様

様式　第１号

添付図書等（３部提出）

ｍ

　　　　建　　　　　　　　　　　㎡、延　　　　　　　　　　　　㎡

１　屋上部分に直通する階段数　　　　　（　　　　　　　　　　　）

２　屋上部分の非常用ＥＶ着床の有無　（　　　　　　　　　　　）

緊急離着陸場等設計者
名称及び所在地

緊急離着陸場等施工者
名称及び所在地

構　造　、規　模　等

　緊 急 離 着 陸 場 等
消 防 用 設 備 等

そ　の　他

ｍ

３　屋上部分の扉開錠方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 大 阪 南 消 防 局 長   大 阪 南 消 防 局 長  



 

名　　　　称

所　在　地

用　途 構　造

面　積

階　数

軒高さ 最高高さ

床面強度 　　（　　　　　）ｍ×（　　　　　）ｍ　　（　　　　　　　）耐圧

種　　　　　別 認識番号

（４）　進入表面、移転表面の断面図（建築物内に係る部分１/２００以上）

（５）　夜間照明設備、緊急離着陸場等の配置図

２　屋上部分の非常用ＥＶ着床の有無　（　　　　　　　　　　　）

３　屋上部分の扉開錠方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緊急離着陸場等設計者
名称及び所在地

緊急離着陸場等施工者
名称及び所在地

構　造　、規　模　等

　緊 急 離 着 陸 場 等
消 防 用 設 備 等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

河 内 長 野 市 消 防 長    　様

そ　の　他

ｍ ｍ

　　　　建　　　　　　　　　　　㎡、延　　　　　　　　　　　　㎡

１　屋上部分に直通する階段数　　　　　（　　　　　　　　　　　）

様式　第２号

添付図書等（３部提出）

（１）　配置図（１/５００以上）

　地上　　　　　階、地下　　　　　　階、ＰＨ　　　　　　　階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　　）

（２）　各階平面図（１/５００以上）

（３）　進入表面、移転表面の水平投影図（建築物の屋上内に係るもの１/２００以上

　　　 全体図１/２５００以上）

緊急離着陸場等の設置完了について、次のとおり届け出ます。

緊 急 離 着 陸 場 等 設 置 届 出 書

　　年 　 　　月 　 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

大 阪 南 消 防 局 長  



 

進入区域

通常の場合

200m 500m

直線の２方向に設定できない場合

２００ｍ

９０度以上

別　図　１－１

５００ｍ

５００ｍ

２００ｍ

別　図　１－２



 

進入表面

１００ｍ １/5

５００ｍ

１６６ｍ １/３

５００ｍ

転移表面

４５ｍ

着陸帯等

４５ｍ

別　図　２

着陸帯等

緊急離着陸場の場合

着陸帯等

緊急救助用スペースの場合

別　図　３



別 図 ４－１ 

緊急離着陸場図面 

 

 

別 図 ４－２ 

緊急救助用スペース図面 

 

 

 



 
 

 

別 図 ４－３ 

 

認識番号図面 

 

 

別 図 ４－４ 

最大荷重標識図面 

 例）５ｔの場合 

 



別 図 ５ 

 

 

 

 

待避標識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 標識の大きさは、１，２５０ｍｍ×３５０ｍｍとすること。 

（２） 標識の材質は問わない。（床に直に記載してもよし。） 

（３） 白地に赤枠とし、文字は赤色とすること。 

（４） 文字の大きさは、７５ｍｍ角とし、字体はゴシックとすること。 

（５） 枠、文字の幅については問わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急用ヘリコプターが接近したら 

 

この場所に待避して下さい 

 
 


